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8 人以上による試合成立と交代について 

 

■通知内容 

試合成立のプレーヤー数の変更 

・登録された競技者が 10 名未満のチームに対して、8 名による試合成立を認める。 

・但し、登録数が 10 名を超えるチームに対しては、これまで通りの規程を適用する。 

・2019 年 4 月 1 日から実施とする。 

 

■導入の背景 

これまで、ゲームにより多くのプレーヤーが出場できることを目的として、1 試合に 10 人以上のプレーヤーが出場すること

を規則としてきました。しかし、近年では少子化や児童数の減少などにより、地域で 10 人以上のプレーヤーを集めることが

できないチームも見られるようになってきました。 

このため、これまでも一部の大会等では、普及を目的としてプレーヤーが 10 人未満のチームでも出場できるように配慮

されてきましたが、改めて競技規則においても、8 人以上による試合成立を認めることとしました。 

このルールは少子化などの理由でどうしても 10 人以上のプレーヤーを集めることができないチームを救済することを

目的としており、強化的な考え方のもとに、意図的に 10 人未満の競技者登録を行うことは、普及の考え方に反する

ものです。 

 

■実施時期と変更内容について 

(1) 実施時期 

 ・8 人以上による試合成立は、2019 年度より、すべての大会で適用する。 

 

(2) 出場と交代に関するミニバスケットボール競技規則の新旧対照表 

旧）ミニバスケットボール競技規則 新）ミニバスケットボール競技規則 

第 23 条 出場と交代 

 

各チームのプレイヤーのうち 10 人以上は、少なくとも 1

クォーター(6 分間)はゲームに出場しなければならない。 

（以下、交代に関する記述は下に移動） 

また、第 3 クォーターまでに 10 人以上のプレイヤーが少

なくとも 1 クォーター以上、2 クォーターをこえない時間だけ

はゲームに出場していなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

第 23 条 出場と交代 

【出場について】 

登録競技者が 10 人以上のチームは、各チームのプレ

ーヤーのうち10人以上は、少なくとも1クォーター(6分間)

はゲームに出場しなければならない。 

また、第 3 クォーターまでに 10 人以上のプレーヤーが少

なくとも 1 クォーター以上、2 クォーターをこえない時間だけ

はゲームに出場していなければならない。  

登録競技者が 10 人以上のチームは、10 人未満で

大会にエントリーすることはできない。 

登録競技者数が大会エントリー数の上限を超えるチ

ームは、大会エントリー数の上限に満たない人数のプレ

ーヤーで大会にエントリーすることはできない。 

10 人以上で大会エントリーしたチームが、大会当日

に 10 人未満のプレーヤーしか試合に出場できなかった
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やむをえずクォーターの途中で交代があった場合、それま

で出場していたプレイヤーも交代して出場したプレイヤーも

その 1 クォーターを出場したものとみなされる。 

 

 

 

 

 

第 1 クォーターから第 3 クォーターまでの間は、クォータ

ー・タイムとハーフ・タイムのときのみ交代することができる。 

第 4 クォーターと延長時限にタイム・アウトがあったときに

はどちらのチームもプレイヤーを交代させることができる。 

ただし、フリースローの前にタイム・アウトがあったとき、特

例として最後のフリースローが成功した場合のみ、シュータ

ーの交代を認める。 

場合、試合は不成立とする。 

登録競技者が 8 人以上 10 人未満のチームは、第 3

クォーターまでに全てのプレーヤーが少なくとも 1 クォータ

ー(６分間)はゲームに出場しなければならない。その

際、プレーヤーは第 3 クォーターまでに続けて 3 クォータ

ー出場してはならない。 

やむをえずクォーターの途中で交代があった場合、それま

で出場していたプレーヤーも交代して出場したプレーヤーも

その 1 クォーターを出場したものとみなされる。 

8 人または 9 人で大会エントリーしたチームが、大会

当日にエントリー数に満たない人数のプレーヤーしか試

合に出場できなかった場合、試合は不成立とする。 

 

【交代について】 

第 1 クォーターから第 3 クォーターまでの間は、プレーの

インターバルとハーフタイムのときのみ交代することができ

る。 

第 4 クォーターと延長時限では、次のときにどちらのチ

ームもプレイヤーを交代させることができる。 

・タイムアウトがあったとき 

・審判が笛を吹いてゲームクロックが止まったとき 

・ファウルの後は審判がテーブルオフィシャルに伝達を終え

たとき 

・最後のフリースローが成功したとき 

 

(3) 補足 

① 自チームのプレーヤーが 10 人以上いる場合は、対戦相手のチームのプレーヤーが 10 人未満であっても、これまで

通り 10 人ルールが適用されます。 

② 「登録競技者」とは、チームが当該年度において(公財)日本バスケットボール協会に登録している競技者を指しま

す。大会に登録(エントリー)したプレーヤーではありません。 

③ プレーヤーの出場時間をコントロールするため、交代は第 4 クォーターと延長時限に限ります。 

④ 多くのプレーヤーが出場できることを目的に、タイムアウト以外での交代も認めます。 

⑤ 交代は、交代するプレーヤーが自分でスコアラーに申し出てください。 

 

以上 


